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(57)【要約】

　低濃度域での滅菌と核酸分解を可能とし、かつ且つ短時間で優れた効能を発揮すること

のできる滅菌・核酸分解用組成物を提供することを目的とする。また同時にLPS分解を行

える組成物を提供することを目的とする。核酸の分解と滅菌することが可能な液体状態の

滅菌・核酸分解用組成物であって、少なくともホルムアルデヒドとギ酸を含有し、ホルム

アルデヒドの濃度が１０重量％以下であり、かつ、ギ酸の濃度が１重量％以下である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 核 酸 の 分 解 と 、 滅 菌 す る こ と が 可 能 な 液 体 状 態 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 で あ っ て 、

　 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 し 、

　 前 記 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 か つ 、 前 記 ギ 酸 の 濃 度 が １ 重 量

％ 以 下 で あ る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ 】

　 更 に 、 メ タ ノ ー ル を 含 み 、

　 前 記 メ タ ノ ー ル 、 前 記 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 前 記 ギ 酸 の 誘 導 体 を 任 意 に 含 む 請 求 項 １ に 記

載 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ 】

　 さ ら に LPSを 分 解 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 滅 菌 ・ 核 酸 分

解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ 】

　 核 酸 の 分 解 と 、 滅 菌 す る こ と が 可 能 な 気 体 状 態 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 で あ っ て 、 少

な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 す る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ５ 】

　 メ タ ノ ー ル 、 前 記 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 前 記 ギ 酸 、 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 水 素 、 酸 素

及 び ／ 又 は こ れ ら の ラ ジ カ ル を 含 む 請 求 項 ３ に 記 載 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ６ 】

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り か つ ギ 酸 の 濃 度 が 、 ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以

下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 。

【 請 求 項 ７ 】

　 さ ら に LPSを 分 解 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 請 求 項 ６ 記 載 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解

用 組 成 物 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 細 菌 や ウ イ ル ス 等 の 滅 菌 と 、 核 酸 や Lipopolysaccharide（ 以 下 、 LPS） を 分

解 す る こ と が 可 能 な 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 に 関 す る 発 明 で あ る 。 本 出 願 は 、 日 本 国 に お

い て ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ３ ０ 日 に 出 願 さ れ た 日 本 特 許 出 願 番 号 特 願 ２ ０ １ ８ － １ ４ ２ ５ ３ ０ を

基 礎 と し て 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ り 、 こ の 出 願 は 参 照 さ れ る こ と に よ り 、 本 出 願 に 援

用 さ れ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 分 子 生 物 学 や 生 化 学 等 に 係 る 試 験 や 研 究 実 験 等 を 行 う に 当 り 、 水 に 難 溶 性 の 高 分 子 で あ

る 核 酸 が 、 使 用 す る 反 応 容 器 等 の 固 体 の 表 面 や 反 応 液 等 の 液 体 中 に 不 必 要 に 混 入 し て い た

り 、 雑 菌 や 細 胞 が 、 反 応 容 器 等 の 固 体 の 表 面 や 反 応 液 等 の 液 体 中 に 不 必 要 に 混 入 し て い た

り す れ ば 、 そ れ が 試 験 や 研 究 実 験 等 の 結 果 に 重 大 な 悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 。 ま た 、

滅 菌 は し た も の の 残 存 す る 雑 菌 や 細 胞 に 存 在 す る LPSが 試 験 や 研 究 実 験 等 の 結 果 に 重 大 な

悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 吸 水 樹 脂 、 及 び 吸 水 樹 脂 に 保 持 さ れ た ホ ル ム ア ル

デ ヒ ド 水 溶 液 を 含 有 す る 殺 菌 材 が 、 優 れ た 殺 菌 作 用 を 持 ち 、 且 つ 安 価 で 簡 便 に 廃 棄 す る こ

と が で き る 優 れ た 殺 菌 材 と し て 使 用 で き る こ と が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 殺 菌 材 で は 、 十 分 な 殺 菌 効 果 を 得 る た め に は １ ０ ～

５ ０ ％ の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度 の 水 溶 液 が 必 要 と さ れ て い る 。 高 濃 度 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

は 、 人 体 に 対 し て 粘 膜 へ の 刺 激 性 を 中 心 と し た 急 性 毒 性 が あ り 、 蒸 気 は 呼 吸 器 系 、 目 、 の

ど な ど の 炎 症 を 引 き 起 こ す と い っ た 毒 性 を 有 す る も の で あ る 。 一 方 で 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド
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が ５ ％ 以 下 と い っ た 低 濃 度 で は 十 分 な 殺 菌 効 果 を 得 る こ と が で き な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 と こ ろ で 、 メ タ ノ ー ル か ら 触 媒 反 応 に よ り 発 生 す る 複 合 ガ ス を 利 用 し た 滅 菌 シ ス テ ム は

、 こ れ ま で 医 療 器 具 等 の 滅 菌 に 用 い る ガ ス と し て 多 用 さ れ て い た エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス

（ Ｅ Ｏ Ｇ ） や オ ゾ ン 等 以 上 の 殺 菌 力 を 持 ち 、 残 留 性 、 腐 食 性 が 極 め て 少 な い こ と が 確 認 さ

れ て お り 、 浸 透 性 や 拡 散 性 も 優 れ て い る こ と か ら 現 在 多 く の 分 野 に お い て 注 目 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 複 合 ガ ス と は 、 メ タ ノ ー ル か ら 触 媒 に よ り 生 じ た 強 力 な 殺 菌 効 果 及 び 滅 菌 効 果 を も つ ガ

ス の こ と で あ る 。 複 合 ガ ス は 、 浸 透 性 が 高 く 、 大 気 圧 の ま ま で も 被 滅 菌 物 の 内 部 ま で 浸 透

し て 滅 菌 が で き る 。 接 触 性 殺 菌 の ミ ス ト で な い こ と か ら 、 金 属 の 腐 食 や プ ラ ス チ ッ ク 等 の

劣 化 （ 腐 食 性 ） が 少 な く 、 被 滅 菌 物 の 素 材 を 選 ば ず 、 さ ら に 、 被 滅 菌 物 に 残 留 し に く い （

残 留 性 ） な ど の 優 れ た 特 質 が あ り 、 拡 散 性 も 広 く 隅 々 ま で 満 遍 な く 暴 露 が 可 能 で あ り 、 細

か な 隙 間 ま で 浸 透 し 、 精 密 機 器 や 電 子 機 器 等 の 通 電 稼 動 状 態 に お い て も 暴 露 が 可 能 で あ り

、 高 い 有 用 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 技 術 分 野 に 関 し 、 本 件 の 発 明 者 等 は 、 自 己 反 応 の た め の 触 媒 反 応 温 度 を 一 定 に 保 ち

、 安 定 し た 濃 度 の 滅 菌 ガ ス を 発 生 さ せ る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 処 理 装 置 を 先 に 提 案 し て い る （ 例

え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 処 理 装 置 に よ れ ば 、 核 酸 分 解 の 効 果 効 能 を

発 揮 す る 環 境 温 度 を ３ ７ ℃ の 体 温 域 と し 、 １ ５ 分 以 内 の 短 時 間 で 、 且 つ 、 低 い ホ ル ム ア ル

デ ヒ ド 成 分 濃 度 に お い て 、 二 重 螺 旋 の Ｄ Ｎ Ａ 核 酸 を 有 効 に 分 解 （ １ ０ base pair(bp)以 下

の 塩 基 鎖 へ の バ ラ バ ラ 状 態 ） す る 能 力 を 有 し 、 気 相 の 核 酸 分 解 法 と し て 核 酸 分 解 能 ９ ９ ．

９ ９ ％ ～ １ ０ ０ ％ を 達 成 す る こ と が で き る 。 一 方 で 、 こ れ ら の 効 能 を 引 き 起 こ す 成 分 の 特

定 や 詳 し い メ カ ニ ズ ム は 未 だ 十 分 に は 解 明 さ れ て い な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 LPSは 、 グ ラ ム 陰 性 菌 細 胞 壁 外 膜 の 構 成 成 分 で あ り 、 脂 質 及 び 多 糖 か ら 構 成 さ れ る 物 質

（ 糖 脂 質 ） で あ る 。 LPSは 内 毒 素 （ エ ン ド ト キ シ ン ） で あ り 、 ヒ ト や 動 物 な ど 他 の 生 物 の

細 胞 に 作 用 す る と 、 多 彩 な 生 物 活 性 を 発 現 す る 。 LPSの 生 理 作 用 発 現 は 、 宿 主 細 胞 の 細 胞

膜 表 面 に 存 在 す る Toll様 受 容 体 (Toll-like Receptor、 TLR) 4 (TLR4) を 介 し て 行 わ れ る

。 更 に 本 件 の 発 明 者 等 は 、 グ ラ ム 陰 性 菌 細 胞 壁 外 膜 の 構 成 成 分 で あ る LPSを も 分 解 す る 能

力 が あ る こ と を 見 出 し た 。 LPSは 細 胞 壁 か ら 容 易 に は 遊 離 せ ず 、 細 菌 が 死 滅 し た と き な ど

に 細 胞 が 融 解 ・ 破 壊 さ れ る こ と で 遊 離 し 、 そ れ が 動 物 細 胞 な ど に 作 用 す る こ と で 毒 性 を 発

揮 す る 。 こ の よ う な 性 質 か ら 、 細 菌 が 外 に 分 泌 す る 毒 素 （ ＝ 外 毒 素 ） で は な く 、 分 泌 さ れ

な い 「 菌 体 内 に 存 在 す る 毒 素 」 、 す な わ ち 内 毒 素 と も 呼 ば れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 LPSの 分 解 に 関 し て は 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の よ う に オ ゾ ン 分 解 を 用 い て 多 糖 部 分 を 脱 重

合 す る 方 法 が 示 さ れ て は い る が 、 こ れ ら は 多 糖 類 か ら の 糖 の 切 り 出 し 方 法 で 有 り 、 LPSの

分 解 不 活 化 を 狙 っ た も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ 記 載 の 免 疫 調 節 活 性 物 質 の 濃 度 を 増 加 及 び ／ ま た は 減 少 さ せ る 方 法 に

つ い て は 、 LPSを 分 解 す る の で は な く 、 受 容 体 を 介 す る 吸 着 機 構 に よ り 量 の 増 減 を 図 る も

の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 LPSは 熱 的 ・ 化 学 的 に も 安 定 で 、 通 常 の 滅 菌 に 用 い ら れ る オ ー ト ク レ ー ブ で は 不 活 化 す

る こ と が で き な い 。 不 活 化 に は 250℃ で 30分 間 の 加 熱 や 、 γ 線 等 の 放 射 線 を 照 射 す る こ と

を 要 す る こ と が 知 ら れ て い る の み で あ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 条 件 で は 耐 熱 性 の な い

材 料 か ら な る 器 材 に は 適 用 で き な い し 、 運 搬 で き な い 環 境 浄 化 の 用 途 に も 適 用 で き る も の

は 今 ま で 存 在 し な か っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ １ ２ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ６ ６ ７ ２ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ４ ６ ３ ３ ７ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ １ ９ ８ １ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 ２ ０ ０ ３ － ５ １ ９ ５ ０ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 低 濃 度 域

で の 滅 菌 と 核 酸 分 解 を 可 能 と し 、 か つ 且 つ 短 時 間 で 優 れ た 効 能 を 発 揮 す る こ と の で き る 滅

菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 を 提 供 す る こ と を 一 つ 目 の 目 的 と し 、 さ ら に LPSを 分 解 す る こ と を

二 つ 目 の 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 複 合 ガ ス 中 の 成 分 分 析 に よ り 滅 菌 及 び 核 酸 分 解 に 寄 与 す る 特 定 の 物 質 を

見 出 し 、 そ の メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る こ と で 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 出 願 の 発 明 者 ら は 、 ほ ぼ 同 じ 滅 菌 、 核 酸 分 解 組 成 物 を 用 い る こ と で 、 液 体 状 態

で の 反 応 に つ い て も 、 気 体 状 態 で の 反 応 に つ い て も 、 滅 菌 、 核 酸 分 解 に 要 す る 時 間 よ り も

長 時 間 の 曝 露 が 必 要 で あ る 点 が 異 な る も の の 、 LPSを 不 活 化 、 少 な く と も リ ム ル ス 活 性 を

不 活 化 さ せ う る こ と を 見 出 し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、 核 酸 の 分 解 と 、 滅 菌 す る こ と が 可 能 な 液 体 状 態 の 滅 菌 ・

核 酸 分 解 用 組 成 物 で あ っ て 、 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 し 、 ホ ル ム ア ル デ

ヒ ド の 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が １ 重 量 ％ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 上 記 割 合 で 混 合 す る こ と に よ り 、

そ れ ぞ れ 単 独 で は 効 能 を 発 揮 し な い よ う な 低 濃 度 で あ っ て も 高 効 率 な 核 酸 分 解 を 可 能 と す

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の と き 、 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 更 に 、 メ タ ノ ー ル を 含 み 、 メ タ ノ ー ル 、 ホ ル ム ア ル デ

ヒ ド 、 ギ 酸 の 誘 導 体 を 任 意 に 含 む と し て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 滅 菌 対 象 物 や 使 用 条 件 に 合 わ せ て 、 メ タ ノ ー ル や 、 メ タ ノ ー ル 誘 導 体 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド 誘 導 体 、 ギ 酸 誘 導 体 を 適 宜 含 め る こ と に よ っ て 、 よ り 効 能 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 さ ら に LPSを 分 解 で き る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 核 酸 の 分 解 と 、 滅 菌 す る こ と が 可 能 な 気 体 状 態 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解

用 組 成 物 で あ っ て 、 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 気 相 中 に ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 む 複 合 ガ ス は 、 低 濃

度 で あ っ て も 短 時 間 で 優 れ た 核 酸 分 解 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の と き 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 メ タ ノ ー ル 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ギ 酸 、 一 酸 化 炭 素

、 二 酸 化 炭 素 、 水 素 、 酸 素 及 び ／ 又 は こ れ ら の ラ ジ カ ル を 含 む と し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ れ ら の 組 成 物 及 び ／ 又 は そ の ラ ジ カ ル 種 を 含 有 す る か は 任 意 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 か
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つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 さ ら に LPSを 分 解 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 低 濃 度 域 で の 滅 菌 と 核 酸 分 解 を 可 能 と し 、 か つ 短 時 間 で 優 れ た 効 能 を

発 揮 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

【 図 １ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） は 、 比 較 例 １ と し て 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み を 使 用 し た 場 合 の Ｄ

Ｎ Ａ 分 解 能 の 結 果 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） は 、 比 較 例 ２ と し て 、 ギ 酸 の み を 使 用 し た 場 合 の Ｄ Ｎ Ａ 分 解 能 の

結 果 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｅ ） は 、 ギ 酸 の み 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｄ ） は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み 、 （ Ｃ

） 、 （ Ｆ ） は 、 実 施 例 と し て ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 併 用 し た 場 合 の Ｄ Ｎ Ａ 分 解 能 の 結

果 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｅ ） は 、 ギ 酸 の み 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｄ ） は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み 、 （ Ｃ

） 、 （ Ｆ ） は 、 実 施 例 と し て ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 併 用 し た 場 合 の Ｄ Ｎ Ａ 分 解 能 の 結

果 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な

お 、 本 発 明 は 以 下 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 任

意 に 変 更 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 述 し た 通 り 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 、 細 菌 及 び 真 菌 な ど の 微 生 物 に 対 す る 滅 菌 効 果 を 有

し て お り 、 様 々 な 分 野 で 実 用 化 さ れ て い る 。 一 方 で 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 病 理 学 に お い て

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 水 溶 液 で あ る ホ ル マ リ ン 浸 漬 に よ る 生 体 組 織 の 長 期 固 定 な ど に 古 く か

ら 用 い ら れ て 来 た が 、 最 近 で は ホ ル マ リ ン 固 定 組 織 か ら Ｄ Ｎ Ａ や Ｒ Ｎ Ａ な ど の 核 酸 物 を 抽

出 す る 技 術 が 開 発 さ れ た こ と で 、 そ の 遺 伝 学 的 解 析 に 応 用 さ れ 医 学 の 進 歩 に 大 き く 寄 与 し

て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ こ で 議 論 さ れ て い る の は 、 い か に 上 手 く Ｎ ｉ ｃ ｋ な ど の 核 酸 の 損 傷 の な い 、 遺 伝 情 報

が 保 た れ た 長 鎖 の 核 酸 物 を 抽 出 す る こ と が で き る か と い う こ と で 、 そ の 保 存 方 法 や 抽 出 方

法 に 様 々 な 工 夫 が な さ れ て き た 。 こ れ ら か ら 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド に は 核 酸 分 解 能 と い う よ

り も 保 存 性 能 の 面 か ら 利 用 さ れ て 来 た こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 科 学 文 献 的 な 観 点 で は 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は ア ミ ノ 酸 や 生 体 異 物 を 代 謝 す る 際 、 内 因 的

に も 生 成 し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド に 暴 露 さ れ て い な い 人 で も 、 血 液 中 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度

が 2.61 ± 0.14 μ g/g（ ほ ぼ 2.6 ppm） と の 報 告 が あ る （ 化 学 物 質 の 初 期 リ ス ク 評 価 書 ＿

独 立 行 政 法 人 製 品 評 価 技 術 基 盤 機 構 化 学 物 質 管 理 セ ン タ ー ） 。 し か し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド の 作 用 と し て 蛋 白 質 分 子 の 架 橋 反 応 が 知 ら れ て お り 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 分 子 中 の ア ル デ

ヒ ド 基 が 組 織 中 の 蛋 白 質 の ア ミ ノ 基 に 結 合 し 、 さ ら に 架 橋 す る こ と で 蛋 白 質 の 立 体 構 造 を

損 な わ せ る 。 特 に 高 濃 度 で は ホ ル マ リ ン は 核 酸 と 蛋 白 質 の 架 橋 を 引 き 起 こ す た め 、 D N Aは

物 理 的 ス ト レ ス を 受 け や す く な り 断 片 化 が 生 じ る と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 一 方 で 、 ギ 酸 に 関 し て は 核 酸 分 解 能 に 関 し て の 知 見 は 乏 し く 、 一 部 で D N Aを 脱 プ リ ン 化

に よ る D N A鎖 切 断 の 要 因 の こ と が 触 れ ら れ て い る に 過 ぎ な い 。 そ の 具 体 的 な 濃 度 に よ る 効

果 効 能 に つ い て の 文 献 は 皆 無 で あ る 。 す な わ ち 、 ホ ル ム ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 共 に 滅 菌 の 効 能

に つ い て の 報 告 は 見 ら れ る が 、 そ れ ら に よ る 核 酸 分 解 能 に つ い て は 未 だ 詳 細 な 報 告 は な い
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。 特 に 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 に よ る 低 濃 度 域 で の 核 酸 分 解 の 効 果 効 能 に つ い て は 明

ら か に さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 述 し た よ う な 滅 菌 シ ス テ ム は そ の 発 生 複 合 ガ ス に よ り 、 滅 菌 と 核 酸 分 解 を 同 時 に 可 能

と す る 効 能 効 果 を 有 す る こ と を 既 に 報 告 し て き た が 、 本 件 で は 滅 菌 シ ス テ ム が 生 み 出 す こ

れ ら の 効 能 に 関 し て 、 発 生 複 合 ガ ス 中 に 含 ま れ る 組 成 成 分 分 子 毎 に 各 々 単 独 に 、 濃 度 、 反

応 時 間 と 効 能 と の 相 関 関 係 の 評 価 を 行 い 、 さ ら に そ れ ら の 様 々 な 混 合 比 別 に 効 能 効 果 へ の

影 響 を 検 討 し デ ー タ ベ ー ス 化 す る こ と で 、 低 濃 度 域 で か つ 極 め て 短 時 間 で 効 能 を 発 揮 す る

メ カ ニ ズ ム （ Mode of Action） 及 び 最 適 化 条 件 を 初 め て 明 ら か に し 本 発 明 に 至 っ た も の で

あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 核 酸 の 分 解 と 、 滅 菌

す る こ と が 可 能 な 液 体 状 態 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 で あ っ て 、 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ

ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃

度 が １ 重 量 ％ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 上 記 割 合 で 混 合 す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ

単 独 で は 効 能 を 発 揮 し な い よ う な 低 濃 度 で あ っ て も 高 効 率 な 滅 菌 と 核 酸 分 解 を 可 能 と す る

。 ギ 酸 を 共 存 さ せ る こ と に よ り 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で も 滅 菌 と 核

酸 分 解 効 果 を 発 揮 す る よ う に な る 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 は 、 よ り 好 ま し く は （ ギ 酸 の

共 存 下 で 滅 菌 と 核 酸 分 解 効 果 を 得 る た め の 最 低 濃 度 と い う 観 点 か ら は ） ５ 重 量 ％ 以 下 で も

良 い 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度 の 下 限 値 は お お よ そ ０ ． １ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 ホ ル ム ア ル

デ ヒ ド と 混 合 さ せ る ギ 酸 の 濃 度 は １ 重 量 ％ 以 下 で 十 分 で あ る 。 ギ 酸 の 濃 度 の 下 限 値 も お お

よ そ ０ ． １ 重 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 細 菌 、 真 菌 類 及 び ウ イ ル ス 等 の

滅 菌 と 核 酸 分 解 に 有 効 で あ る 。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 に よ れ

ば 、 ５ 分 以 内 の 短 時 間 で 、 条 件 に よ っ て は １ 分 間 で 、 細 菌 、 真 菌 類 及 び ウ イ ル ス 等 の Ｄ Ｎ

Ａ 及 び Ｒ Ｎ Ａ を 有 効 に 分 解 （ １ ０ ｂ ｐ 以 下 の 塩 基 鎖 へ の バ ラ バ ラ 状 態 ） し 、 極 め て 高 い 核

酸 分 解 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 純 水 等 の 水 や 、 メ タ ノ ー ル 、 エ

タ ノ ー ル 等 の ア ル コ ー ル 類 、 そ の 他 の 有 機 溶 媒 、 或 い は こ れ ら の 混 合 液 等 を 溶 媒 と し て 用

い て も 良 い 。 溶 媒 中 に は 、 ｐ Ｈ を 調 整 す る た め の 緩 衝 液 や 、 保 存 料 等 が 適 宜 含 ま れ て い て

も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 使 用 時 に ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド 及 び ギ 酸 が 上 記 濃 度 と な っ て い れ ば よ い た め 、 例 え ば 、 使 用 前 の 保 管 時 に は 、 高 濃 度 に

濃 縮 さ れ た 状 態 と し 、 使 用 時 に 適 宜 希 釈 し て 用 い て も 良 い 。 或 い は 、 そ れ ぞ れ の 成 分 を 分

割 し て 保 管 し 、 使 用 時 に 混 合 し て 用 い る よ う な 態 様 で も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 更 に 、 メ タ ノ ー ル を 含 み 、 メ タ

ノ ー ル の 誘 導 体 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 誘 導 体 、 ギ 酸 の 誘 導 体 を 任 意 に 含 む こ と が で き る 。

な お 、 こ こ で 、 誘 導 体 と は 、 任 意 の 官 能 基 の 導 入 、 酸 化 、 還 元 、 原 子 の 置 き 換 え な ど 、 メ

タ ノ ー ル 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 又 は ギ 酸 の 構 造 や 性 質 を 大 幅 に 変 え な い 程 度 の 改 変 が な さ

れ た 化 合 物 を 言 う 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 一 方 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る LPS分 解 用 組 成 物 は 、 LPSを 分 解 す る こ と が 可 能 な 液 体

状 態 の 組 成 物 で あ っ て 、 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 と 同 じ く 、 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸

を 含 有 し 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が １ 重 量
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％ 以 下 で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 上 記 割 合 で 混 合 す る こ と に よ

り 、 そ れ ぞ れ 単 独 で は 効 能 を 発 揮 し な い よ う な 低 濃 度 で あ っ て も LPS分 解 を 可 能 と す る 。

ギ 酸 を 共 存 さ せ る こ と に よ り 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド は 濃 度 が １ ０ 重 量 ％ 以 下 で も LPS分 解 効

果 を 発 揮 す る よ う に な る 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 は 、 よ り 好 ま し く は （ ギ 酸 の 共 存 下 で

滅 菌 と 核 酸 分 解 効 果 を 得 る た め の 最 低 濃 度 と い う 観 点 か ら は ） ５ 重 量 ％ 以 下 で も 良 い 。 ホ

ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度 の 下 限 値 は お お よ そ ０ ． ０ ３ 重 量 ％ で あ る 。 ま た 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

と 混 合 さ せ る ギ 酸 の 濃 度 は １ 重 量 ％ 以 下 で 十 分 で あ る 。 ギ 酸 の 濃 度 の 下 限 値 も お お よ そ ０

． ０ １ 重 量 ％ で あ る 。 LPS分 解 用 組 成 物 に よ れ ば 、 好 ま し く は １ ０ 分 ～ ２ 時 間 、 よ り 好 ま

し く は １ ５ 分 か ら ２ 時 間 程 度 接 触 反 応 さ せ る こ と で 、 １ ｍ Lあ た り 、 １ ０ ０ か ら １ ０ ０ ０ E

U（ エ ン ド ト キ シ ン ユ ニ ッ ト ） の 量 の LPSを 約 半 減 程 度 以 下 に さ せ る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 の 液 相 で の 使 用 態 様 は 特 に 限 定 さ れ

な い が 、 例 え ば 、 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 、 LPS分 解 対 象 物 を 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 も し く は LPS分 解 用 組

成 物 溶 液 に 浸 漬 す る こ と に よ り 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 お よ び LPS分 解 し て も 良 い し 、 滅 菌 ・ 核 酸

分 解 、 LPS分 解 対 象 物 に 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 、 LPS分 解 用 組 成 物 を 吹 き か け る よ う に し て 滅 菌 ・

核 酸 分 解 、 LPS分 解 し て も 良 い 。 特 に 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 、 LPS分 解 用 組 成 物 を ミ ス ト

状 に し て 対 象 物 に 対 し て 噴 霧 す る と 効 果 的 で あ る 。 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 と の 接 触 時 間

は 、 ５ 分 以 内 で 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 但 し 、 LPS分 解 用 組 成 物 に よ る LPS分 解 に

つ い て は 、 ３ ０ 分 以 上 の 反 応 を 待 っ た 方 が 良 い 。 ま た 、 接 触 温 度 も 特 に は 限 定 さ れ ず 、 室

温 で も 良 い し 、 適 宜 ３ ７ ～ ５ ０ ℃ 程 度 に 、 さ ら に ６ ０ ℃ 程 度 に 加 熱 し て も 良 い 。 こ れ 以 上

の 高 温 に な る と 、 被 処 理 物 の 耐 熱 性 を 考 慮 す る 必 要 が 出 て く る た め 、 好 ま し く は な い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 気 体 状 態 で 使 用 す る こ と

も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 核 酸 の

分 解 と 滅 菌 す る こ と が 可 能 な 気 体 状 態 の 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 で あ っ て 、 少 な く と も ホ

ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 有 す る 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 の 好 ま し い 濃 度 範 囲 の 一 例 と

し て 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が ４ ０ ０ ｐ

ｐ ｍ 以 下 で あ る 。 ま た 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸

の 濃 度 が １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 の 時 、 微 生 物 （ Ｂ Ｉ 指 標 菌 ） に 対 し て ５ 分 以 内 で 効 果 的 に 作 用

す る こ と を 発 明 者 ら は 確 認 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の よ う に 、 気 体 状 態 に お い て も 、 気 相 中 に ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 所 定 の 濃 度 範 囲

で 含 む 複 合 ガ ス は 、 低 濃 度 で あ っ て も 短 時 間 で 優 れ た 滅 菌 と 核 酸 分 解 能 を 発 揮 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 方 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る LPS分 解 用 組 成 物 は 、 気 体 状 態 で LPSを 分 解 す る こ と が

可 能 な 組 成 物 で あ っ て 、 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 と 同 じ く 、 少 な く と も ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸

を 含 有 す る 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 の 好 ま し い 濃 度 範 囲 の 一 例 と し て 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ

ド の 濃 度 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が ４ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る 。 ま た

、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 濃 度 が ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 、 ギ 酸 の 濃 度 が １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ

以 下 の 時 、 LPS分 解 用 組 成 物 に よ れ ば 、 好 ま し く は １ ０ 分 ～ ２ 時 間 、 よ り 好 ま し く は １ ５

分 か ら ２ 時 間 程 度 接 触 反 応 さ せ る こ と で 、 １ ｍ Lあ た り 、 １ ０ ０ か ら １ ０ ０ ０ EU（ エ ン ド

ト キ シ ン ユ ニ ッ ト ） の 量 の LPSを 半 減 程 度 以 下 に さ せ る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 を 気 体 状 態 で 使 用 す る 方 法 は 、 ホ ル

ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 含 む 複 合 ガ ス と な る の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 液 体 状

態 の 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 を 加 熱 に よ り 気 化 さ せ て も 良 い し

、 メ タ ノ ー ル 等 を 銅 な ど の 触 媒 と 反 応 さ せ て 発 生 す る 複 合 ガ ス 中 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ

酸 が 所 定 の 濃 度 範 囲 と な る よ う に 反 応 条 件 を 設 定 し て も 良 い 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 の

濃 度 の 下 限 値 は 特 に 限 定 さ れ る わ け で は な い が 、 お お む ね １ ｐ ｐ ｍ で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 気 体 状 態 に す る 過 程 で 、

メ タ ノ ー ル 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ギ 酸 、 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭 素 、 水 素 、 酸 素 及 び ／ 又 は

こ れ ら の ラ ジ カ ル が 含 ま れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 の 気 相 で の 使 用 態 様 は 特 に 限 定 さ れ

な い が 、 例 え ば 、 チ ャ ン バ ー 等 の 閉 じ た 空 間 内 に 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 対 象 物 を 載 置 し 、 本 発 明

の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 を 気 化 し た も の を 充 満 さ せ る こ と に よ り 滅 菌

・ 核 酸 分 解 す る こ と が で き る 。 こ の 時 、 適 度 な 湿 度 （ ５ ０ ～ ９ ０ 相 対 湿 度 ％ ） を 加 え て も

良 い し 、 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 対 象 物 が 水 分 に 弱 い と き は 、 低 湿 度 （ ５ ０ 相 対 湿 度 ％ 未 満 ） で 滅

菌 ・ 核 酸 分 解 し て も 良 い 。 ま た 、 接 触 温 度 も 特 に は 限 定 さ れ ず 、 室 温 で も 良 い し 、 適 宜 ３

７ ～ ５ ０ ℃ 程 度 、 さ ら に は ６ ０ ℃ 程 度 ま で に 加 熱 し て も 良 い 。 こ れ 以 上 の 高 温 に な る と 、

被 処 理 物 の 耐 熱 性 を 考 慮 す る 必 要 が 出 て く る た め 、 好 ま し く は な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 以 上 、 説 明 し て き た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 液

相 状 態 、 気 相 状 態 の い ず れ に お い て も 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ

っ て 、 そ れ ぞ れ 単 独 で は 効 果 を 発 揮 し な い よ う な 低 濃 度 域 に お い て も 、 優 れ た 滅 菌 効 果 と

核 酸 （ Ｄ Ｎ Ａ 、 Ｒ Ｎ Ａ 等 ） の 分 解 能 を 有 し 、 短 時 間 で 効 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ っ て 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明

は 、 こ れ ら の 実 施 例 に よ っ て 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

［ １ ． Ｄ Ｎ Ａ の 調 整 ］

　 核 酸 分 解 の 試 験 に 用 い る D N Aは 継 代 培 養 し た HeLa cells (ヒ ト 子 宮 頸 が ん 由 来 の 細 胞 株

： human cervical adenocarcinoma)(A merican Type Culture Collection: ATCC)か ら 、 D N

easy Blood & Tissue (Qiagen)の メ ー カ ー プ ロ ト コ ー ル に 従 い genomic D N Aと し て 抽 出 精

製 し た も の を 用 い て 実 施 し た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 精 製 し た genomic D N Aの 濃 度 は , Nano-drop (NanoDrop One, Thermo Fisher Scientific

)を 用 い て 測 定 し 、 UltraPure
T M
 D Nase/RNase-Free Distil led Water (D W ; Thermo Fishe

r Scientific)に て 希 釈 濃 度 調 整 し た 。 希 釈 濃 度 調 整 し た genomic D N Aを 超 音 波 破 砕 機 (UR

-21P, TO M Y) を 用 い て 超 音 波 破 砕 を 行 っ た も の を 破 砕 D N Aサ ン プ ル と し て 用 い た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 得 ら れ た 破 砕 D N Aの 500ngを そ れ ぞ れ 用 い て 以 下 の 実 験 を 行 な っ た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

［ ２ ． 比 較 例 １ ： ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 単 独 で の Ｄ Ｎ Ａ 分 解 能 ］

　 比 較 例 １ と し て 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 単 独 で 使 用 し た 場 合 の D N A分 解 能 に つ き 、 ホ ル ム

ア ル デ ヒ ド 濃 度 及 び 反 応 時 間 に よ る D N A分 解 能 の 検 討 を 行 な っ た 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド （ 37.

0％ 、 W A K O特 級 試 薬 ） を 蒸 留 水 で 希 釈 し て 、 0.1%、 0.5%、 1.0%、 2.0%、 3.0%、 4.0%、 5.0%

、 10%、 20%、 30%の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 溶 液 を 調 製 し た 。 0.5 ml PCRチ ュ ー ブ に そ れ ぞ れ の

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 希 釈 濃 度 に な る よ う 分 取 調 整 を 行 い 、 最 後 に 破 砕 D N Aサ ン プ ル を 添 加 し

、 ス ト ッ プ ウ オ ッ チ に て 反 応 時 間 を 計 測 し た 。 反 応 終 了 後 、 速 や か に QIAquick PCR purif

ication kitに よ り サ ン プ ル の 洗 浄 ・ 回 収 を 行 い 、 得 ら れ た サ ン プ ル を Bioanalyzerに よ り

解 析 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 な お 、 以 降 の 比 較 例 及 び 実 施 例 に お い て 、 Bioanalyzerに 付 与 さ れ て い る マ ー カ ー の う

ち 、 Upper Marker（ 分 子 量 17000） の ピ ー ク 値 に 対 し て の サ ン プ ル の 測 定 ピ ー ク 値 の 割 合

か ら D N A分 解 効 果 を 以 下 の よ う に 分 類 す る 。

Upper Markerピ ー ク 値 の ７ ５ ％ 以 上 １ ０ ０ ％ 以 下 ： レ ベ ル １
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Upper Markerピ ー ク 値 の ５ ０ ％ 以 上 ７ ５ ％ 未 満 ： レ ベ ル ２

Upper Markerピ ー ク 値 の ２ ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 未 満 ： レ ベ ル ３

Upper Markerピ ー ク 値 の ２ ５ ％ 未 満 ： レ ベ ル ４

【 ０ ０ ５ ６ 】

（ 結 果 ）

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 単 独 で の D N A分 解 能 の 結 果 を 図 １ に 示 す 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 希 釈 液 単

独 で の D N A分 解 能 の 評 価 結 果 は 、 １ 分 の 反 応 時 間 で 0.1%～ 5.0%の 低 濃 度 域 で は 明 ら か な D N A

分 解 効 果 を 認 め な か っ た 。 10%以 上 の 高 濃 度 域 に お い て も 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 希 釈 溶 液 10

％ [FA10%]（ 以 下 、 「 Ｇ Ａ 」 は ギ 酸 を 、 「 Ｆ Ａ 」 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 表 す 。 ） , 1min.で

レ ベ ル ３ (0.385)（ 図 １ （ Ａ ） ） 、 3min.で も レ ベ ル 4 (0.138)（ 図 １ （ Ｂ ） ） で 、 D N Aの 完

全 分 解 効 果 は 得 ら れ な か っ た 。 [FA30%]の 高 濃 度 に な る と 、 5min.（ 図 １ （ Ｃ ） ） で D N Aの

完 全 分 解 効 果 を 示 し た 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 低 濃 度 域 と し て 0.1%～ 5.0%に お け る D N A分 解 能 を 詳 細 に 調 べ た 結 果 、 ３ 分 間 の 反 応 時 間

で は 0.1～ 3.0%で は 明 ら か な D N A分 解 効 果 を 認 め な か っ た が 、 4.0%濃 度 に な る と 若 干 の D N A

分 解 効 果 が 認 め ら れ る よ う に な り 、 5.0%濃 度 で よ う や く レ ベ ル 3 (0.491)（ 図 １ （ Ｄ ） ）

の D N A分 解 能 を 認 め た 。 ５ 分 間 の 反 応 時 間 に お い て も 、 0.1～ 2.0%で は 明 ら か な D N A分 解 効

果 を 認 め な か っ た が 、 3.0～ 4.0%濃 度 で 若 干 の D N A分 解 能 が 見 ら れ る よ う に な り 、 5.0%濃 度

で レ ベ ル ３ (0.422)（ 図 １ （ Ｅ ） ） の D N A分 解 能 を 認 め た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

［ ３ ． 比 較 例 ２ ： ギ 酸 単 独 で の Ｄ Ｎ Ａ 分 解 能 ］

　 比 較 例 ２ と し て 、 ギ 酸 単 独 で の 濃 度 、 反 応 時 間 に よ る D N A分 解 能 に つ き 検 討 を 行 な っ た

。 ギ 酸 （ ９ ８ ． ０ ％ 、 W A K O特 級 試 薬 ） を 蒸 留 水 で 希 釈 し て 、 0.1%、 0.2%、 0.3%、 0.4%、 0.

5%、 1.0%、 1.5%、 2.0%、 3.0%、 5.0%の ギ 酸 溶 液 を 調 製 し た 。 以 降 は 、 比 較 例 １ と 同 様 に し

て D N A分 解 能 を 評 価 し た 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

（ 結 果 ）

　 ギ 酸 単 独 で の D N A分 解 能 の 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 ギ 酸 希 釈 液 単 独 で の D N A分 解 能 の 評 価 結 果

は 、 １ 分 間 の 反 応 時 間 で 0.1%濃 度 で 若 干 の D N A分 解 効 果 が み ら れ 、 1.0%で も レ ベ ル ３ (0.29

6)（ 図 ２ （ Ａ ） ） と D N Aの 完 全 分 解 効 果 は 得 ら れ ず 中 程 度 の D N A分 解 能 を 示 し た 。 2.0%以 上

の 高 濃 度 域 に な る と １ 分 間 の 反 応 時 間 で D N Aの 完 全 分 解 効 果 を 認 め た 。 ３ 分 の 反 応 時 間 で

は 、 0.1%濃 度 で は 若 干 （ レ ベ ル １ 程 度 ） （ 図 ２ （ Ｂ ） ） の D N A分 解 効 果 が み ら れ 、 0.2%濃

度 で レ ベ ル ２ 、 0.3～ 0.5%で レ ベ ル ３ と 濃 度 依 存 的 に 中 程 度 の D N A分 解 効 果 を 示 し 、 1.0%以

上 に な る と D N A完 全 分 解 効 果 を 示 し た （ 図 ２ （ Ｃ ） ） 。 ５ 分 の 反 応 時 間 で は 、 0.1%濃 度 で

は 若 干 （ 図 ２ （ Ｄ ） ） の D N A分 解 効 果 が み ら れ 、 0.2～ 0.5%の 濃 度 域 で は レ ベ ル １ ～ ３ と 濃

度 依 存 的 に 中 程 度 の D N A分 解 効 果 を 示 し 、 1.0%以 上 に な る と D N A完 全 分 解 効 果 を 示 し た 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

［ ４ ． 実 施 例 １ ： ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 の 混 合 液 に お け る D N A分 解 能 ］

　 実 施 例 で は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 を 用 い て D N A分 解 能 を

評 価 し た 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 の 単 独 で は D N A完 全 分 解 効 果 が 得 ら れ な い 濃 度 範 囲

に お い て 、 両 者 を 様 々 な 濃 度 で 混 合 す る こ と に よ り D N A分 解 効 果 の 相 乗 効 果 が 得 ら れ る か

ど う か を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 そ れ ぞ れ 単 独 希 釈 液 で は 実 現 で き な い 低 濃 度 、 短 時 間 反 応

で あ っ て も 、 最 小 濃 度 混 合 比 で D N A完 全 分 解 効 果 が 得 ら れ る 最 適 化 条 件 を 特 定 で き た 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 単 独 で の 評 価 結 果 （ 比 較 例 １ ） で 明 ら か に な っ た よ う に 、 最 終 濃 度 が

0.1～ 4.0%の 範 囲 で は ほ と ん ど D N A分 解 効 果 を 認 め な か っ た 。 同 様 に 、 ギ 酸 単 独 （ 比 較 例 ２

） で も 0.1～ 0.5%の 低 濃 度 域 で は ５ 分 間 の 反 応 時 間 に よ っ て も レ ベ ル ４ 以 上 の D N A分 解 効 果

は 得 ら れ な か っ た 。 そ こ で 、 D N A分 解 効 果 を 示 さ な い ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度 の 場 合 に 、 低

濃 度 の ギ 酸 を 添 加 す る こ と に よ り D N A分 解 能 に 対 し て 相 乗 効 果 が 得 ら れ る か 否 か の 評 価 を

行 い 、 相 乗 効 果 を 認 め る 場 合 に は D N A完 全 分 解 効 果 を 得 る た め の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ
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酸 の 最 小 濃 度 混 合 比 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に 以 下 の 検 討 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 原 液 を そ れ ぞ れ 蒸 留 水 で 希 釈 し 、 そ れ ら を 様 々 な 希 釈 濃 度 に

調 整 し た 混 合 液 を 用 い て D N A分 解 能 の 評 価 を 行 な っ た 。 す な わ ち 、 比 較 例 １ 、 ２ の 場 合 と

同 様 に 、 あ ら か じ め 3倍 ～ 200倍 に 希 釈 し た 調 整 試 薬 を 用 意 し 、 0.5mlPCRチ ュ ー ブ に 表 １ に

示 す よ う に そ れ ぞ れ の 希 釈 試 薬 を 用 い て 該 当 す る 最 終 濃 度 に 分 取 調 整 を 行 な い 、 最 後 に 破

砕 D N Aサ ン プ ル を 添 加 し 、 ス ト ッ プ ウ オ ッ チ に て 反 応 時 間 を 計 測 し た 。 表 １ に 調 整 し た サ

ン プ ル の 一 覧 を 示 す 。 な お 、 表 １ 中 で 、 「 Ｇ Ａ 」 は ギ 酸 を 、 「 Ｆ Ａ 」 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

を 表 す 。 反 応 終 了 後 、 メ ー カ ー の マ ニ ュ ア ル に 従 い 速 や か に QIAquick PCR purification

kitに よ り サ ン プ ル の 洗 浄 ・ 回 収 を 行 い 、 得 ら れ た サ ン プ ル を Bioanalyzerに よ り 解 析 を 行

っ た 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ６ ４ 】

（ 結 果 ）

　 本 発 明 に 係 る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 を 併 用 し た 場 合 の D N A分 解 能 の 結 果 を 表 ２ に 示 す

。 表 ２ 中 で 、 「 n.s.」 は ほ と ん ど （ レ ベ ル １ 未 満 ） D N Aの 分 解 効 果 が 得 ら れ な か っ た こ と

を 表 し 、 「 １ 」 ～ 「 ４ 」 は 上 記 レ ベ ル １ ～ レ ベ ル ４ の D N Aの 分 解 効 果 を 表 し 、 「 CD」 は ほ

ぼ 完 全 に D N Aの 分 解 効 果 が 得 ら れ た こ と を 表 す 。 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 単 独 で の 評 価 結 果 で 明

ら か に な っ た よ う に 、 最 終 濃 度 が 0.1～ 4.0%の 範 囲 で は ほ と ん ど D N A分 解 効 果 を 認 め な か っ

た の に 対 し 、 低 濃 度 の ギ 酸 を 添 加 す る こ と で 、 相 乗 効 果 に よ り D N Aの 完 全 分 解 効 果 を 得 る

こ と が 分 か っ た 。 実 用 化 に お い て は 、 短 時 間 で 、 残 留 性 の 少 な い 条 件 下 で の 効 能 評 価 に よ

る 運 用 基 準 が 優 先 さ れ る こ と か ら 、 以 下 で は 、 作 用 時 間 、 濃 度 の 面 か ら D N A完 全 分 解 効 果

の 得 ら れ る 最 適 化 条 件 の 具 体 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ６ ５ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま ず 検 討 し た 混 合 希 釈 液 の 範 囲 で 、 １ 分 間 と い う 短 時 間 で D N A完 全 分 解 効 果 を 得 る た め

の 条 件 は 、 [G A 0.4% + FA 4.0%], 1minの 反 応 条 件 が 必 要 で あ る こ と が 分 か っ た 。 （ 図 ３

（ Ａ ） ～ （ Ｃ ） 参 照 、 図 ３ （ Ａ ） が ギ 酸 の み 、 （ Ｂ ） が ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み で あ り 、 （ 50



(12) JP  WO2020/027133  A1  2020.2.6

Ｃ ） で 両 者 を 併 用 す る こ と に よ り 、 D N A完 全 分 解 効 果 が 得 ら れ て い る こ と が 分 か る 。 ）

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ギ 酸 の 最 小 濃 度 [G A 0.1%]希 釈 液 の 添 加 に よ り D N Aの 完 全 分 解 効 果 の 得 ら れ る ホ ル ム ア ル

デ ヒ ド 最 小 濃 度 は 、 FA濃 度 が ３ ％ 以 下 で は 5min.の 反 応 時 間 に よ っ て も 得 ら れ ず 、 [FA 4.0

%]濃 度 で 5min.の 反 応 時 間 が 必 要 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 （ 図 ３ （ Ｄ ） ～ （ Ｆ ） 参

照 、 図 ３ （ Ｄ ） が ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み 、 （ Ｅ ） が ギ 酸 の み で あ り 、 （ Ｆ ） が 両 者 を 併 用

し た 場 合 で あ る 。 ）

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 最 小 濃 度 [FA 0.1%]希 釈 液 の 添 加 に よ り D N Aの 完 全 分 解 効 果 の 得 ら れ

る ギ 酸 最 小 濃 度 は 0.4%で 、 [G A 0.4%]で 5min.の 反 応 時 間 に よ り D N Aの 完 全 分 解 効 果 を 示 す

こ と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 濃 度 を 上 げ [G A 0.5%]で は 、 さ ら に 短 時 間 (3min.)で D N Aの

完 全 分 解 効 果 を 示 し た 。 （ 図 ４ （ Ａ ） ～ （ Ｆ ） 参 照 、 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｅ ） が ギ 酸 の み 、 （

Ｂ ） 、 （ Ｄ ） が ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み で あ り 、 （ Ｃ ） 、 （ Ｆ ） が 両 者 を 併 用 し た 場 合 で あ

る 。 ）

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の よ う に 、 単 剤 で は D N A分 解 能 が 得 ら れ な い 低 濃 度 域 で あ っ て も 、 そ れ ら を 混 合 す る

こ と で 相 乗 効 果 に よ っ て 極 め て 高 い D N A分 解 能 を 獲 得 す る こ と が 可 能 と な る こ と が 明 ら か

に な っ た 。 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 処 理 装 置 を 用 い て こ の 混 合 液 に 相 当 す る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ

酸 を 同 時 に 発 生 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 優 れ た D N A分 解 能 を 示 す シ ス テ ム で

あ る と 言 え る 。 す な わ ち 、 こ の 最 適 化 濃 度 の 複 合 ガ ス を 同 時 に 生 成 さ せ る こ と の で き る シ

ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

［ 5． 実 施 例 2： ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 の 混 合 ガ ス に お け る D N A分 解 能 ］

　 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 の 混 合 ガ ス を 用 い て 、 核 酸 分 解 を 検

討 し た 。 D N A分 解 能 の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。

【 ０ ０ ７ １ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ［ ６ ． 実 施 例 ３ ～ １ ９ ： ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び ギ 酸 の 混 合 液 及 び ガ ス に お け る LPS分 解

能 ］

　 LPSの 標 準 試 料 と し て は 、 EN D OSAFE(EN D OTO XIN IN DICATOR; Catalog #EV V2K, コ ー ド 番

号 513-87082)を 用 い 、 注 射 用 水 （ 大 塚 ） を 用 い て 規 定 の 濃 度 に 希 釈 し た も の を 使 用 し て 測

定 し た 。 容 器 や 分 注 チ ッ プ は す べ て LPSフ リ ー の も の を 用 い た 。

　 測 定 は 、 endosafe-PTSを 使 い 、 PTSカ ー ト リ ッ ジ JP(5-0.05EU/mL)を 用 い て 測 定 し た 。 ホ

ル ム ア ル デ ヒ ド 、 ギ 酸 は 、 測 定 上 干 渉 作 用 が あ り 、 予 め リ ム ル ス ES-IIシ ン グ ル テ ス ト を

用 い 検 討 し 、 endosafe-PTS測 定 時 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 濃 度 は ０ ． ０ ３ ％ 以 下 、 ギ 酸 の 濃 度

は ０ ． ０ ０ ３ ％ 以 下 に な る よ う 濃 度 設 定 を お こ な い 実 施 し た 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 表 中 の 左 か ら ４ 列 目 の LPS量 と は 、 分 解 前 の LPS量 の こ と で あ り 、 右

か ら ２ 列 目 の 曝 露 後 LPS量 と の 比 較 に よ っ て 、 LPS分 解 の 程 度 が 分 か る 。 実 施 例 ３ ～ ９ が 液

体 を 用 い た 際 の 結 果 で あ る 。 そ れ ぞ れ 、 分 解 前 の LPS量 に 対 し て 、 約 半 減 し た こ と が 分 か

る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 ま た 、 実 施 例 １ ０ ～ １ ９ は 、 表 ４ の と お り ホ ル ム ア ル デ ヒ ド と ギ 酸 の 混 合 気 体 で 暴 露 さ

せ た と き の LPS分 解 結 果 で あ る 。 実 施 例 １ ０ ， １ １ は 、 LPS水 溶 液 を １ ． ５ ｍ Lエ ッ ペ ン ド

ル フ チ ュ ー ブ に 取 り 、 ５ ８ ℃ 乾 燥 機 中 で 蒸 発 乾 固 さ せ て LPSを ペ レ ッ ト 状 に 底 に 堆 積 さ せ

た 状 態 で 実 施 し た 。

【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 実 施 例 １ ２ ～ １ ５ で は 、 LPS水 溶 液 を PV DFフ ィ ル タ ー （ ０ ． ４ μ m径 ） に 付 着 さ せ 、 風 乾

し た も の を サ ン プ ル と し て 用 い た 。 LPSが 、 膜 全 体 に 広 が り 、 ペ レ ッ ト 状 の も の に 比 べ て

薄 く 広 が っ た 状 態 の モ デ ル と し た 。 明 ら か に ペ レ ッ ト 状 の も の に 比 べ 分 解 効 率 が 上 が っ て

い る こ と が 示 さ れ た 。 お な じ 状 態 で PV DFフ ィ ル タ ー に 付 着 さ せ 、 乾 燥 後 、 混 合 ガ ス で の 暴

露 だ け を 行 わ ず 、 実 施 例 １ ２ ～ １ ５ と 同 様 に 注 射 用 水 を 用 い て 回 収 し た 際 は 、 LPS量 の 設

定 に 対 し 、 ６ ５ ％ 程 度 の 回 収 が 出 来 て い る こ と を 確 認 し た 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 ま た 、 実 施 例 １ ６ ～ １ ８ は 、 LPS標 準 バ イ ア ル （ EN D OSAFE(EN D OTO XIN IN DICATOR; Catal

og #EV V2K, コ ー ド 番 号 513-87082)） を 開 封 し キ ャ ッ プ を 外 し た 状 態 で そ の ま ま 用 い て 混

合 ガ ス に 暴 露 さ せ 、 そ の 後 注 射 用 水 を 用 い て 所 定 の 濃 度 に 希 釈 し 測 定 し た 。 実 施 例 １ ９ は

、 実 施 例 １ ０ ， １ １ と 同 様 で ペ レ ッ ト 状 の LPS付 着 を さ せ た も の で あ り 、 実 施 例 １ ９ と 同

時 に 同 じ 手 法 で 作 成 し た サ ン プ ル を γ 線 ２ ５ ｋ Gy照 射 し た と き の LPS残 存 量 の 値 が ０ ． ６

６ EUで あ る の に 対 し 、 ０ ． ３ ３ EUと な り 更 に 低 下 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 本 方 法 を 用 い

れ ば 、 γ 線 照 射 に 匹 敵 す る LPS分 解 能 を 身 近 に 得 ら れ る た め 、 産 業 利 用 価 値 が 大 き い こ と

が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

［ ７ ． 比 較 例 ３ ～ ４ ： 容 器 付 着 混 合 ガ ス 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の み に よ る LPS分 解 ］ （ 表 ５

に 記 載 、 表 中 の 左 か ら ４ 列 目 の LPS量 と は 、 分 解 前 の LPS量 の こ と で あ り 、 右 か ら ２ 列 目 の

曝 露 後 LPS量 と の 比 較 に よ っ て 、 LPS分 解 の 程 度 が 分 か る 。 ）

　 混 合 ガ ス に 暴 露 し た 際 、 容 器 に 付 着 し た 微 量 の 成 分 が LPS分 解 を 起 こ し て い る 可 能 性 が

あ る た め 、 容 器 の み に 気 体 で の 暴 露 を お こ な っ た 後 、 LPSを 添 加 し て ６ ０ 分 間 反 応 さ せ た

後 、 残 存 LPSを 測 定 し た と こ ろ 、 分 解 に 対 し て 影 響 は な い こ と が わ か っ た 。 ま た 、 ギ 酸 を

加 え な い 状 況 で の 曝 露 を お こ な っ た と こ ろ 、 表 ５ に 示 さ れ て い る と お り 、 こ れ も ほ と ん ど

LPS分 解 は 起 こ っ て い な い こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ７ ９ 】
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【 表 ５ 】

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 な お 、 上 記 の よ う に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 お よ び 各 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本

発 明 の 新 規 事 項 お よ び 効 果 か ら 実 体 的 に 逸 脱 し な い 多 く の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 、 当 業

者 に は 、 容 易 に 理 解 で き る で あ ろ う 。 し た が っ て 、 こ の よ う な 変 形 例 は 、 全 て 本 発 明 の 範

囲 に 含 ま れ る も の と す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 例 え ば 、 明 細 書 ま た は 図 面 に お い て 、 少 な く と も 一 度 、 よ り 広 義 ま た は 同 義 な 異 な る 用

語 と 共 に 記 載 さ れ た 用 語 は 、 明 細 書 ま た は 図 面 の い か な る 箇 所 に お い て も 、 そ の 異 な る 用

語 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 ま た 、 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 の 構 成 も 本 発 明 の 一 実 施 形

態 お よ び 各 実 施 例 で 説 明 し た も の に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 滅 菌 ・ 核 酸 分 解 用 組 成 物 は 、 高 度 先 端 的 医 療 （ 細 胞 治 療 、 遺

伝 子 治 療 、 再 生 医 療 ） 分 野 や 海 洋 研 究 分 野 、 航 空 宇 宙 分 野 の 他 、 危 機 管 理 分 野 （ 防 衛 、 消

防 、 警 察 等 ） 、 医 療 、 介 護 等 に お け る Ｄ Ｎ Ａ ・ Ｒ Ｎ Ａ フ リ ー （ バ イ オ 系 核 酸 レ ベ ル の コ ン

タ ミ ネ ー シ ョ ン の 除 去 ・ 除 染 ） 、 LPSフ リ ー を 必 要 と す る 分 野 や 効 果 効 能 レ ベ ル の コ ン ト

ロ ー ル に よ っ て 滅 菌 、 殺 菌 、 除 菌 の 分 野 へ の 適 用 が 可 能 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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